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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホストシステム上でターゲットシステムをエミュレーションするための方法であって、
　ターゲットシステムプロセッサのレジスタセットの使用に関する統計を決定するステッ
プと、
　前記統計にもとづいて、前記レジスタセットの内、１以上の最も多く使われるレジスタ
を含む第１レジスタサブセットを決めるステップと、
　前記第１レジスタサブセットをホストシステムプロセッサの第１レジスタグループにダ
イレクトマッピングするステップと、
　前記レジスタセットの第２レジスタサブセットを前記ホストシステムプロセッサの第２
レジスタグループに動的にマッピングするステップと、
　前記第１および第２レジスタグループを用いて前記ホストシステムプロセッサ上で前記
ターゲットシステムプロセッサをエミュレートするステップとを含み、
　前記ターゲットシステムプロセッサのレジスタセットのレジスタのいくつかは、前記ホ
ストシステムプロセッサの第１および第２レジスタグループのレジスタよりもサイズが大
きく、
　前記第１レジスタサブセットをダイレクトマッピングするステップまたは第２レジスタ
サブセットを動的にマッピングするステップは、ターゲットシステムレジスタの下位フィ
ールドを第１ホストシステムレジスタにマッピングし、前記ターゲットシステムレジスタ
の上位フィールドを第２ホストシステムレジスタにマッピングするステップを含むことを
特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ターゲットシステムをエミュレートするステップは、ターゲットシステムプロセッ
サ用のインストラクションをトランスレートするステップを含む請求項１の方法。
【請求項３】
　前記ターゲットシステムプロセッサのレジスタセットのレジスタは１２８ビットレジス
タを含み、前記ホストシステムプロセッサの第１および第２レジスタグループのレジスタ
は６４ビットレジスタを含む請求項１の方法。
【請求項４】
　前記ホストシステムプロセッサはセルプロセッサのパワー・プロセッサ・エレメントで
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ある請求項１の方法。
【請求項５】
　第１および／または第２グループの１以上のレジスタは、前記パワー・プロセッサ・エ
レメントのＶＭＸユニットのレジスタである請求項４の方法。
【請求項６】
　前記ホストプロセッサで中間結果を生成する演算を実行するステップと、前記中間結果
を前記第２レジスタグループの１以上のレジスタに格納するステップとをさらに含む請求
項１の方法。
【請求項７】
　前記ターゲットシステムプロセッサはエモーション・エンジンである請求項１の方法。
【請求項８】
　前記エモーション・エンジン用のインストラクションを前記ホストシステムプロセッサ
で読み取り可能なマシンコードにトランスレートすることにより、前記ホストシステムプ
ロセッサで前記エモーション・エンジンをエミュレートするステップをさらに含む請求項
７の方法。
【請求項９】
　ターゲットシステムのインストラクションのブロッキングの可能性を減らすために、第
２サブセットレジスタの動的マッピングをローテーションするステップをさらに含む請求
項１の方法。
【請求項１０】
　前記ターゲットシステムは１以上のさらなるプロセッサを含み、当該方法は、前記１以
上のさらなるプロセッサ用のインストラクションをインタープリトし、インタープリトさ
れたインストラクションを前記ホストシステムプロセッサまたは前記ホストシステムプロ
セッサに接続された１以上のコプロセッサ上で実行することにより、前記１以上のさらな
るプロセッサをエミュレートするステップをさらに含む請求項８の方法。
【請求項１１】
　第１サブセットレジスタのダイレクトマッピングおよび／または第２サブセットレジス
タの動的マッピングを動的に再構成するステップをさらに含む請求項１の方法。
【請求項１２】
　ターゲットシステムをエミュレーションするためのホストシステムであって、
　１以上のホストシステムプロセッサと、
　前記１以上のホストシステムプロセッサに接続されたメモリと、
　前記メモリに具体化されたプロセッサで実行可能なインストラクションセットとを含み
、
　当該プロセッサで実行可能なインストラクションは、ホストシステム上でターゲットシ
ステムをエミュレーションするための方法を実装するためのインストラクションを含み、
　当該方法は、
　ターゲットシステムプロセッサのレジスタセットの使用に関する統計を決定するステッ
プと、
　前記統計にもとづいて、前記レジスタセットの内、１以上の最も多く使われるレジスタ
を含む第１レジスタサブセットを決めるステップと、
　前記第１レジスタサブセットをホストシステムプロセッサの第１レジスタグループにダ
イレクトマッピングするステップと、
　前記レジスタセットの第２レジスタサブセットを前記ホストシステムプロセッサの第２
レジスタグループに動的にマッピングするステップとを含み、
　前記ターゲットシステムプロセッサのレジスタセットのレジスタのいくつかは、前記ホ
ストシステムプロセッサの第１および第２レジスタグループのレジスタよりもサイズが大
きく、
　前記第１レジスタサブセットをダイレクトマッピングするステップまたは第２レジスタ
サブセットを動的にマッピングするステップは、ターゲットシステムレジスタの下位フィ
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ールドを第１ホストシステムレジスタにマッピングし、前記ターゲットシステムレジスタ
の上位フィールドを第２ホストシステムレジスタにマッピングするステップを含むことを
特徴とするホストシステム。
【請求項１３】
　前記１以上のホストシステムプロセッサはパワー・プロセッサ・エレメントを含む請求
項１２のシステム。
【請求項１４】
　前記１以上のホストシステムプロセッサは、前記パワー・プロセッサ・エレメントに接
続された１以上のシナジスティック・プロセッサ・エレメントをさらに含む請求項１３の
システム。
【請求項１５】
　第１および／または第２グループの１以上のレジスタは、前記パワー・プロセッサ・エ
レメントのＶＭＸユニットのレジスタである請求項１３のシステム。
【請求項１６】
　前記ターゲットシステムプロセッサのレジスタセットのレジスタは、前記ホストシステ
ムプロセッサの第１および第２レジスタグループのレジスタよりもサイズが大きい請求項
１２のシステム。
【請求項１７】
　前記ターゲットシステムプロセッサのレジスタセットのレジスタは１２８ビットレジス
タであり、前記ホストシステムプロセッサの第１および第２レジスタグループのレジスタ
は６４ビットレジスタである請求項１６のシステム。
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